
（株）トランスネット

ソニー生命保険（株）

あいおいニッセイ同和損害保険（株）

（株）リクルート

（株）セラミックテクノロジー

ミサワホーム（株）

（株）第一興商

（株）コジマ

東京海上日動火災保険（株）

AIG損害保険（株）

楽天グループ（株）

（株）宿研

（株）シーナッツ

（株）JTB（るるぶトラベル）

ヤフー（株）

（株）ネクシィーズ

日本テクノ（株）

（株）パラダイムシフト

住友林業（株）

（株）ミツウロコヴェッセル

（株）かんざし

（株）三洋

（株）ショウエイ

大建工業（株）

HRソリューションズ（株）

（株）ダイブ

（株）クリップス

（株）ヤギ

（株）ASK

（株）ピアトゥー

（株）QFPay Japan

三菱電機ビルソリューションズ（株）

（株）フジ医療器

（株）エス・ワイ・エス

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町１－３－１ 三恵ビル８F 
営業企画部　廣重  隆　 
〒100-0004 東京都千代田区大手町１－７－２ 東京サンケイビル３１Ｆ  
東京中央ＬＰＣ第３支社部長　中野秀嗣

〒150-8488 東京都渋谷区恵比寿1－28－1　 
マーケット開発部 市場開発室　谷  賢治

〒465-0045 愛知県名古屋市名東区姫若町25
第一営業部　玉木信安

〒100-6640 東京都千代田区丸の内１－９－２ グラントウキョウサウスタワー 
旅行営業統括部 営業推進部 営業企画グループ　酒井宏明　

〒414-0013 静岡県伊東市桜木町2－2－19    
松坂博行

〒163-0833 東京都新宿区西新宿2－4－１ 新宿ＮＳビル
法人営業部 法人推進課　五十嵐忠勝

〒141-8701 東京都品川区北品川５－５－２６ 
営業統括本部 特販営業部 営業2課　関口雅弘

〒171-0022 東京都豊島区南池袋2－49－7 池袋パークビル5F
営業本部 法人営業部 法人・企画管理室 主任　原  智一

〒100-0004 東京都千代田区大手町１－5－1 大手町ファーストスクエアWEST9F  
航空宇宙・旅行産業部 旅行営業室 副主任　田中早映子

〒105-0001 東京都港区虎ノ門4－3－20 神谷町ＭＴビル6F
ディストリビューション部門　大平美菜子

〒158-0094 東京都世田谷区玉川1－14－1 楽天クリムゾンハウス
トラベル事業 ホテル旅館コンサルティング部 ジェネラルマネージャー　永冨文彦

〒220-8120 神奈川県横浜市西区みなとみらい2－2－1 横浜ランドマークタワー20F  
取締役　坂本真士

〒108-0023 東京都港区芝浦3－12－7 住友不動産田町ビル4F
システムソリューション本部 営業G　宮崎恵利香

〒140-8602 東京都品川区東品川2－3－11 JTBビル7F
国内仕入戦略部　松村高太郎　 

〒102-8282 東京都千代田区紀尾井町1－3  東京ガーデンテラス紀尾井町 紀尾井タワー
トラベル統括本部 営業部　小林孝志

〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町20－4 ネクシィーズスクエアビル
業務本部 営業企画課　佐々木  龍

〒100-0004 東京都千代田区大手町2－6－4 TOKYO TORCH常盤橋タワー24階
ホテル事業部　翟  峰（サイ ホウ） 

〒163-0651 東京都新宿区西新宿1－25－1 新宿センタービル51F
営業推進部 ＭＣ・営業課 課長　佐藤宏司

〒103-0004 東京都中央区東日本橋1－3－6 パラダイムシフトビル
営業部 部長　古瀬路里　 

〒100-8270 東京都千代田区大手町1－3－2 経団連会館
住宅・建築事業本部 市場開発部 副部長　杉本貴一

〒104-0031 東京都中央区京橋3－1－1 東京スクエアガーデン
電力・都市ガス営業部 課長　石井万正

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3－2－6 丸元ビル 3F
セールス本部 宿泊セールスチーム チーフマネージャー 神山真一郎

〒150-0021 東京都渋谷区恵比寿西2－8－10 ORIX恵比寿西ビル3F
コンフォートグリーン事業部 営業主任　山本宜央

〒212-0032 神奈川県川崎市幸区新川崎2－6
営業1課 課長　長谷川秀法

〒101-8950 東京都千代田区外神田3－12－8 住友不動産秋葉原ビル
畳材部　得永昭弘

〒103-0023 東京都中央区日本橋3－10－5 オンワードパークビルディング10F
顧客価値創造本部 カスタマーサクセス推進部　桜庭悠斗

〒160-0022　東京都新宿区新宿1－14－12 玉屋ビル2F
外国人人材サービスユニット ゼネラルマネージャー　菅沼  基

〒950-0915 新潟県新潟市中央区鐙西2－29－15 ピュアコートベル3F
WEBサポート事業部　金子  悟

〒103-0016 東京都中央区日本橋小網町18－15 
マテリアル事業本部 第三事業部 311課 販売課長  上村  秀

〒190-0023 東京都立川市柴崎町3-8-5 NXビル4F
営業部 主任　成田篤志

〒100-0005 東京都千代田区丸の内1－8－3 丸の内トラストタワー本館20F
営業推進室　宮本史彦

〒103-0027 東京都中央区日本橋1－3－13 東京建物日本橋ビル5F
営業本部 第一営業部 部長　伊藤秀男

〒105-0001 東京都港区虎ノ門1－10－5 KDX虎ノ門一丁目ビル11F
取締役　杉　泰宣

〒116-0002 東京都荒川区荒川7－19－1
首都圏第一支社 業務部 参事　正村宗一郎

〒141-0031 東京都品川区西五反田3－7－10 アーバンネット五反田ビル1F
営業本部 法人営業部 法人営業ユニット　鈴木哲治

〒107-0062 東京都港区南青山5－10－2 第2九曜ビル3F
吉野直樹
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ホテル旅館向け各種インター
ネットソリューション販売

生命保険コンサルティング
他

旅行雑誌「じゃらん」
「じゃらんnet」 等

客室木部白木再生、各種
浴場等の各種再生

旅館ホテル客室等のリフォー
ム・新築

カラオケ機器（DAM）
音響・映像関連機器

家電製品全般

旅館賠償責任保険

組合員向各種損害保険

予約サイト「楽天トラベル」等

web集客コンサルティング

予約・販売管理システム
ＴＬ－リンカーン

宿泊予約サイト
るるぶトラベル

「Yahoo !トラベル」による
集客支援提案

オールインワン業務支援ソフト
「レップチェッカー」

旅館・ホテルリフォーム
新築、造園

マッサージチェア

エレベータ設備・管理

旅館ホテル専用求人情報掲載サイト
「旅館ホテルでおしごと.net」

人材サービス「リゾートバイトダイブ」
「宿泊業界のための外国人求人ナビ」

Web予約サイトコントローラー「ねっぱん＋＋」
Web販売支援サービス

機械すき和紙材の畳

高圧電気、動力（低圧）電
気、従量電灯電気の販売

OTAプラン作成等一括管理「かんざしクラウド」
OTAくちこみ一括管理「くちこみクラウド」

寝具（掛け布団・マットレス）
のレンタル

浴場用ろ過装置と省エネシ
ステムおよび見える化

自社ＨＰ予約エンジン
「OPTIMA」

高圧電気設備保安管理・点検
電気料金削減コンサルタント

中国インバウンド予約サイト
「Ctrip」

ＬＥＤ照明、業務用冷蔵庫、空調な
どの省エネ商材のレンタル事業

損害保険

丸八真綿寝具販売他

（令和5年3月1日）

全旅連協定商社会 名簿
03-6891-7200
03-6686-1039
03-4334-5203
03-4334-5213
03-5789-6450
03-5789-6449
052-701-3386 
052-703-1424
03-6835-6240
03-6834-8784
0557-48-6026
0557-38-6557
03-3349-8044
03-4570-5668
03-3280-6821
03-3280-0862
03-6907-3116
03-6907-2996
03-6250-6022

03-6848-8835
03-6689-2025
050-5817-3369
03-6670-5253
045-227-6505
045-227-6507
03-6835-8420
03-6772-1002
03-5796-5816
03-5796-5254
03-6898-2393
03-6685-0800
03-6415-1210
03-3770-2307
03-6373-0811
03-6262-7667
03-5909-5389
03-5909-5379
03-5825-9970
03-5825-9971
03-3214-3860
03-3214-3861
03-3275-6316
03-3275-6354
03-6261-7447
03-6261-7448
03-5459-2330
03-5459-2340
044-589-1601
044-589-1602
03-6271-7791　
03-5296-4064
03-3548-8212
03-3548-8864
03-5657-3030
03-5657-3031
025-290-5540
025-241-7836
03-3667-4410
03-3667-4471
042-523-4649
050-3728-5505
03-6275-1075

03-6262-1616
03-6262-1617
03-5276-6601

03-3803-7319
03-3803-5234
03-5719-2017
03-5719-6859
03-3486-1070
03-3486-1071

（株）丸八真綿

（株）Trip.com International 
       Travel Japan

空間除菌消臭エアマット、オー
ガニック繊維によるタオル等

スカパー！法人向有料放送契約
およびIPによる外国語放送の契約
公式サイト検索予約「STAY NAVI」
スマートフォンを利用したチェッ
クイン、チェックアウトサービス
エレベーター・エスカレータ・他
昇降機の保守管理、更新工事
キャッシュレス決済システム
インバウンドを中心としたプロ
モーションサービス

ジャパンエレベーターサービス
ホールディングス（株）
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次期会長に井上善博氏（福岡県理事長）を承認
厚労省の高宮課長が融資等の支援や業法の改正内容など語る

令和4年度第2回全旅連理事会開催令和4年度第2回全旅連理事会開催
令和5年度全旅連通常総会提出議案等を承認令和5年度全旅連通常総会提出議案等を承認

令和4年度第2回全旅連理事会開催
令和5年度全国旅館政治連盟支部長会議開催
旅館ホテルにおける食品ロス対策マニュアルの作成に向けて現地調査
「第1回宿観光旅博覧会・宿フェス」を開催

第6回旅館甲子園
JKKが地域活性化PRイベント／コンプライアンスへの取り組み
全旅連会議開催／経営ワンポイントアドバイス／
全旅連協定商社会名簿
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全旅連は2月9日、令和4年度第2回理事会を東京・
都道府県会館1階「101大会議室」で開催し、令和5年度
通常総会提出議案など全議案を可決・承認したほか、役
員改選に伴う2人の立候補者による次期会長選挙では、
開票の結果、井上善博氏（福岡県理事長）を次期会長予
定者に決定した。
理事会でははじめに厚生労働省医薬・生活衛生局生
活衛生課の高宮裕介課長があいさつし「政府は新型コロ
ナは5月8日から『5類』に引き下げていくことを決定し
た。これにより国内旅行やインバウンドが高まっていく
ことが考えられる。今一度協力をお願いしたい。物価の
高騰、債務の負担、人手不足といった影響が生じている
が、政府としては昨年の12月に令和4年度の第2次補正
予算、また今国会では令和5年度の通し予算を審議して
いるが、厚労省としても皆さまの事業を支えていけるよ
うに日本政策金融公庫の融資や経営改善の支援、専門
家による相談支援、各種の税制措置などあらゆる支援に
取組んでいく所存だ。また、新型コロナウイルスの影響
を踏まえて旅館業法の改正の法案を昨年の秋の臨時国
会に提出しているが、これは今回に継続審議とされてい
る。早期に成立するようわれわれも引き続き努力してい
く考えだ。業法の改正の内容については旅館ホテルの感
染対策の充実、カスタマーハラスメントへの対応、差別
防止の徹底などに係るもののほか、対象となる感染症の
限定、従業員研修の義務化などとなっている」と述べた。
議事は多田会長が議長を務め、令和5年度通常総会提
出議案＝（1）令和5年度事業計画案（2）令和5年度会費
賦課金案（3）令和5年度収支予算案、令和5年度役員選
考基準案、令和5年度理事会並びに通常総会開催日時・
場所決定、令和5年度全国大会開催、令和6年度全国大
会開催地案の全てが異議なく承認可決された（詳細は2
頁の正副会長会議の記事に掲載）。報告事項はポストコ

ロナ委員会活動報告書の発行、「宿泊業界におけるコン
プライアンスへの取り組みの手引き」について、青年
部報告、「人に優しい地域の宿づくり賞」の案内など。
役員改選に伴う会長選挙では、井上善博、大木正治
の両氏が立候補し、議事終了後に行った開票の結果、
井上氏が次期会長予定者に承認された。

法務省の江口課長が「感染症と人権について」と題し講演
理事会では法務省人権擁護局調査救済課の江口幹太

課長が「感染症と人権について」と題して講演を行い、新
型インフルエンザ等対策特別措置法を一部改正する法律
（令和3年2月13日施行）を通して「新型コロナウイルス感染
症に偏見や差別を防止するための規定」について述べた。
法律の「知識の普及等」 での第13条2の一号では「新
型インフルエンザ等患者等であること又は新型インフルエ
ンザ等患者等であったことを理由とする不当な差別的取
扱い」（事例: 感染したことを理由に解雇される・回復して
いるのに出社を拒否される・病院で感染者が出たことを
理由に、子供の保育園等の利用を拒否される・感染者が
発生した学校の学生やその家族に対して来店を拒否す
る）、二号では、「新型インフルエンザ等患者等の名誉又は
信用を毀損する行為」（事例：感染者個人の名前や行動を
特定し、SNS等で公表・非難する）、三号では「前二号に
掲げるもののほか、新型インフルエンザ等患者等の権利
利益を侵害する行為」（事例：無症状・無自覚で訪れた店
舗から謝罪や賠償を強要される）としていると解説した。

▲厚労省の高宮氏、法務省の江口氏、塚本選挙管理委員
長、5・6年度全国大会について語る大木氏と西海氏

▲井上氏と握手を交わす多田会長 
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旅館ホテルにおける食品ロス対策マニュアル旅館ホテルにおける食品ロス対策マニュアル
の作成に向けて現地調査の作成に向けて現地調査

全旅連シルバースター部会（渡邊幾雄部会長）経営
研究委員会（伊藤隆司委員長）は、1月18日、「旅館ホ
テルにおける食品ロス対策事業」（令和４年度厚生労
働省生活衛生関係営業対策事業）として、第２回現
地調査を実施した。本事業は旅館ホテルにおける食
品ロス対策マニュアルを本年度末に作成・配布する
もので、２回目の視察先は旅館においてフードロス
削減に努めている、熊本県人吉温泉「清流山水花 あ
ゆの里」のサスティナブル（持続可能）な運営につい
て、ヒアリングを行った。
「清流山水花 あゆの里」は、日本三大急流「球磨川」
河畔に位置し、球磨川の氾濫による水害被害を乗り
越え、食品ロス対策をはじめ、旅館のサスティナブル
な経営システム構築に取り組んでおり、同館に到着
後、すぐに若女将の有村友美さんの案内による館内
見学を行った。令和2年7月4日の豪雨災害により
球磨川が氾濫し、河川の周辺地域は2～ 6mの浸水
被害を被った「あゆの里」は、１年間の休業、7か月の
工事期間を経て、令和3年8月に復活。当時の記憶
を後世に伝えていくため、以前はワイン蔵として使
われていた地下スペースを「メモリアルギャラリー」
に改装し、当時の被害状況を伝えている。従業員だ
けではなく、地域全体で復興に向かって協力する姿
が写真に収められている。

「あゆの里」は、水害被害そしてコロナ禍を経て、
ブランディング再構築のため、若女将を中心に、
「Discover  HITOYOSHI」をコンセプトに食品ロス
対策、地域振興事業等の先進的な取り組みを行って
いる。特に食品ロス対策としては、朝食ビュッフェ
をやめて箱膳で提供し、食品残渣の減少を実現させ
ている。朝食、夕食に関わらずメニューにスープを
加えているのは、普段は捨てている食材を無駄なく
使用するため。更に従業員に対しては、料理の説明
研修を行って、お客様に珍しい地元食材を使用した
料理であることを説明できるようにし、詳細な説明
による食べ残しの減少に努めている。
翌19日は、同館の会議室にて会議を開き、マニュ
アル作成に協力している株式会社オレンジページ
より、11月4日～15日まで「オレンジページ」読者
を対象に実施した「旅行時の食事に関するアンケー
ト調査」の集計結果と旅館ホテルを対象に実施した
WEBアンケートの集計結果について説明がなさ
れ、どのようにマニュアルの内容に反映していくか

を協議した。
次回委員会に
ついては、2月
22日に開催す
ることになっ
た。

野菜の皮まで使ってだしを取った
熊本県産トマトのミネストローネ

球磨川をバックに多田会長も参加した現地調査団

ヒアリングの様子

「
清
流
山
水
花
あ
ゆ
の
里
」

当時の被害状況を説明する
若女将の有村友美さん

会議の様子

水害被害伝える「メモリアルギャラリー」

「清流山水花 あゆの里」をヒアリング

令和4年度全旅連理事会の提出議案を承認令和4年度全旅連理事会の提出議案を承認
令和4年度第6回正副会長会議を開催令和4年度第6回正副会長会議を開催

中曽根氏が観議連の活動について講話
温泉文化の世界遺産への早期登録目指す活動も

令和5年度活動方針（1・2月号に掲載）など承認令和5年度活動方針（1・2月号に掲載）など承認
令和5年度全国旅館政治連盟支部長会議開催令和5年度全国旅館政治連盟支部長会議開催

理事会と同日に開催された旅政連支部長会議で
は、自民党観議連副会長の中曽根弘文参議院議員が
あいさつし、「われわれ議員連盟としては政府と一
体となってコロナ対策、景気対策に取組んでいる
が、金融面、税制面等幅広く与党として要望してい
る。皆さんより長い間要望してもらっている固定資
産税等の軽減等については協議を重ね、われわれの
活動の大きなテーマとして取組んでいるところだ。
現在は予算委員会が開かれているが、令和5年度の
予算についてはコロナ対策は勿論だが、景気対策な
ど大きな政策を盛り込んでいるため令和4年度の補
正予算と一体となって1日も早く確実に年度内に成
立してこれらの施策が行き渡るように努力していく
所存だ。また、日本の温泉文化については世界遺産
登録を目指しているが、観議連としてもその実現を
目指してしっかりと取組んでいく考えだ」と述べた。
旅政連全国の集いには65人の議員が出席し、都
道府県の支部長らと懇談した＝写真下＝。

観議連の活動につい
て述べる中曽根氏

「観光は社会の健全性の維持に欠かせない産業」全旅連は1月
25日、全旅連会
議室で令和4年
度第6回正副会
長会議を開催
した。
【報告事項】（1）情報デジタル化推進委員会が全旅
連の情報伝達手段としてラインを使った情報伝達
の試行的な導入とライン導入後の実績（登録者数、
視聴率等）などについての報告（2）ポストコロナ調
査研究委員会が行った「『新たな借り換え制度の創
設』の保証限度額と保証期間を拡充してほしい」、
「宿泊業者の過剰債務対応について金融機関へ政府
から明確な指針を出してほしい」など3点にわたる
要望についての説明（3）宿泊事業者も関わる形で
行われた不正受給が疑われる事案の発生に伴って
進められている「宿泊業界におけるコンプライアン
スヘの取り組みの手引き」についての説明。このほ
か、（4）旅館・ホテルにおける今後のEV充電器普
及（5）2025年大阪万博を契機とした観光推進ネッ
トワーク会議（6）厚労省の通常国会提出予定法案
（旅館業法改正）などに関する報告と（7）各ブロッ
ク会（8）全旅連青年部からの報告。
【協議事項】（1）「温泉文化」ユネスコ無形文化遺
産登録推進に関しては、登録推進協議会に参加して
全旅連として協力することを了承。（2）新型コロナ
に関する金融問題については、新型コロナ禍の36
か月間において、13か月超分の需要が消失した旅
館業の状況を念頭に、「さらなる『返済条件の変更
等』の金融支援策および全国の金融機関に施設の意
向に沿った柔軟な対応の徹底」「過剰債務の対応と
してコロナ借換保証の保証限度額（1億円）と保証
期間（10年以内）についての拡大」「令和5年度以降
も継続的な全国規模の需要喚起施策」の要望案を確
認した。
【審議事項】（1）全旅連理事会の提出議案について  
①金融対策、不安定な経済情勢の中での需要喚起
策の研究のほか19項目が盛り込まれた令和5年度
事業計画案、②会費賦課金案 ③収支予算案、（2）令
和5年度役員選考基準案、（3）令和5年度理事会並
びに通常総会開催日時：令和5年6月13日。開催場
所：今治国際ホテル、（4）令和5年度全国大会開催
（第101回愛媛県開催6/14）、（5）令和6年度全国大
会開催地案（第102回北海道開催）を、 2月9日理事
会に上程することを承認。次回正副会長会議は5月
11日に開催。

会議の様子
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の作成に向けて現地調査の作成に向けて現地調査
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球磨川が氾濫し、河川の周辺地域は2～ 6mの浸水
被害を被った「あゆの里」は、１年間の休業、7か月の
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を後世に伝えていくため、以前はワイン蔵として使
われていた地下スペースを「メモリアルギャラリー」
に改装し、当時の被害状況を伝えている。従業員だ
けではなく、地域全体で復興に向かって協力する姿
が写真に収められている。

「あゆの里」は、水害被害そしてコロナ禍を経て、
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をやめて箱膳で提供し、食品残渣の減少を実現させ
ている。朝食、夕食に関わらずメニューにスープを
加えているのは、普段は捨てている食材を無駄なく
使用するため。更に従業員に対しては、料理の説明
研修を行って、お客様に珍しい地元食材を使用した
料理であることを説明できるようにし、詳細な説明
による食べ残しの減少に努めている。
翌19日は、同館の会議室にて会議を開き、マニュ
アル作成に協力している株式会社オレンジページ
より、11月4日～15日まで「オレンジページ」読者
を対象に実施した「旅行時の食事に関するアンケー
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理事会と同日に開催された旅政連支部長会議で
は、自民党観議連副会長の中曽根弘文参議院議員が
あいさつし、「われわれ議員連盟としては政府と一
体となってコロナ対策、景気対策に取組んでいる
が、金融面、税制面等幅広く与党として要望してい
る。皆さんより長い間要望してもらっている固定資
産税等の軽減等については協議を重ね、われわれの
活動の大きなテーマとして取組んでいるところだ。
現在は予算委員会が開かれているが、令和5年度の
予算についてはコロナ対策は勿論だが、景気対策な
ど大きな政策を盛り込んでいるため令和4年度の補
正予算と一体となって1日も早く確実に年度内に成
立してこれらの施策が行き渡るように努力していく
所存だ。また、日本の温泉文化については世界遺産
登録を目指しているが、観議連としてもその実現を
目指してしっかりと取組んでいく考えだ」と述べた。
旅政連全国の集いには65人の議員が出席し、都
道府県の支部長らと懇談した＝写真下＝。
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議室で令和4年
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要望についての説明（3）宿泊事業者も関わる形で
行われた不正受給が疑われる事案の発生に伴って
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スヘの取り組みの手引き」についての説明。このほ
か、（4）旅館・ホテルにおける今後のEV充電器普
及（5）2025年大阪万博を契機とした観光推進ネッ
トワーク会議（6）厚労省の通常国会提出予定法案
（旅館業法改正）などに関する報告と（7）各ブロッ
ク会（8）全旅連青年部からの報告。
【協議事項】（1）「温泉文化」ユネスコ無形文化遺
産登録推進に関しては、登録推進協議会に参加して
全旅連として協力することを了承。（2）新型コロナ
に関する金融問題については、新型コロナ禍の36
か月間において、13か月超分の需要が消失した旅
館業の状況を念頭に、「さらなる『返済条件の変更
等』の金融支援策および全国の金融機関に施設の意
向に沿った柔軟な対応の徹底」「過剰債務の対応と
してコロナ借換保証の保証限度額（1億円）と保証
期間（10年以内）についての拡大」「令和5年度以降
も継続的な全国規模の需要喚起施策」の要望案を確
認した。
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①金融対策、不安定な経済情勢の中での需要喚起
策の研究のほか19項目が盛り込まれた令和5年度
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和5年度役員選考基準案、（3）令和5年度理事会並
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グランプリ施設に投票した人の中から抽選でグランプリ施設の
宿泊券プレゼント

グランプリ受賞者を発表する星部長。
右＝トロフィーを手にするサン浦島

映像を通してのアピールも。
右＝旅館甲子園の審査員の
皆さん

宿フェスの式典で
あいさつし、エール
を送る菅前総理

会
場
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し
て
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17人によるテープカット。左から塚島次期
青年部長、菅前総理、星部長、石井国土交通
副大臣、多田会長

「
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泉
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日
本
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国
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旅が持つ可能性や魅力を伝え需要喚起へ
「旅館甲子園」はサン浦島がグランプリ獲得

青年部の「宿泊施設が手掛ける新しい『旅博』」青年部の「宿泊施設が手掛ける新しい『旅博』」
「第1回宿観光旅博覧会‐宿フェス」を開催「第1回宿観光旅博覧会‐宿フェス」を開催

全旅連青年部（星永重青年部長）は2月7日・8日
の2日間、東京ビッグサイトで「第1回 宿観光旅博
覧会・宿フェス」を開催した。宿フェスは地域の宿
泊施設がその土地土地で受け継いできた文化や風
土、営みを全国に発信し、次の世代へ受け継ぐ、日本
最大級の宿をテーマにした祭典。この3年間、自粛
ムードが蔓延し、停滞してきた国内旅行について、
今こそ旅の魅力を改めて体感してもらい、日本の素
晴らしさを再発見してもらおうと、多種多様のコン
テンツで来場者を出迎えた。
初日の7日には、関係者とメディアのみを入場対象
としたオープニングセレモニーが行われ、この中で
は、来賓の細田博之衆議院議長と石井浩郎国土交通
副大臣のもと、全旅連青年部と、世界最大の富裕層
向け宿泊施設を取りまとめているVirtuoso（ヴァー
チュオーソ）、アジアのラグジュアリー施設の予約に
特化したHotelux（ホテラックス）との3者協定を結
ぶ調印式も行われた。そして、調印式では国内で初
めてVirtuosoに「旅館」として加盟する施設も発表
され、その登録施設第一号となった西村屋本館の西
村総一郎氏があいさつし、「世界中のゲストをおも
てなしをし、旅館の文化を広めていく一助となりた
い」と語った。
続いて宿フェスの式典となり、菅義偉前総理が出
席し「観光産業こそわが国の成長戦略の柱であり、
地方創生の切り札である。この宿フェスが日本の観
光への起爆剤になることを期待している」とエール

あいさつする星部長と
調印式での皆さん

をおくった。このあと、17人による壮観のテープ
カットで一般開放となり、待ち構えた来場者が次々
に入場した。
宿フェスは国際ホテルレストランショーと共に、
東京ビッグサイトの一番大きな7ホールで開催され
た。「宿と観光と旅の魅力いっぱいの旅博」では47
都道府県の魅力が詰まったブースだけでなく、観光
関連企業によるブース出展や、協力企業･団体との
タイアップ企画に加え、場内に設置されたステージ
でも２日間にかけて、トークライブや音楽ライブ、
旅館甲子園も開催された。
また、宿フェスを満喫してもらおうと全国から

『美味い食』『美味い酒』を集め楽しんでもらったり、
キッチンカーの出店による飲食エリアを設けるな
ど家族、グループも楽しめる盛りだくさんの内容で
会場を盛り上げた。さらには、会場では総額1,000
万円分を超える全国の旅館・ホテルの宿泊券が当た
る大抽選会も開催され、ときめきと夢も加わった。

47都道府県の魅力が詰まった
ブース。列をつくる程賑わった

プレイブースのスペシャルライ
ブ（右）と会場の皆さん

「あなたを宿泊にご招待！？」での宿の一覧。
総額1,000万円の大抽選会

宿フェスは2日目を迎え、メインステージは隔年
の開催となっている「旅館甲子園」の装いとなった。
東京高円寺阿波踊りの皆さんによる華やかな演舞
で宿フェス会場が盛り上がるとステージでは、はじ
めに「宿と酒feat Miss SAKE」がスタート。旅館と
いう日本独自の宿泊文化、そして日本で生まれ世界
へ"SAKE"として昇華している日本酒。日本を代表
する2つの文化をMissSAKEが華やかに彩る。日本
各地のまだ見ぬ銘酒を試飲でき、利き酒大会では、
成績優秀者は豪華無料宿泊券がプレゼントされた。
そして2日目のメインコンテンツとなったのが第6回
旅館甲子園。旅館甲子園への参加資格は全旅連青年
部に所属する1500施設。書類による1次、2次審査を
突破した、「唯一無二の大自然に囲まれ、自然を楽し
みながら、ホテルクオリティーのきめ細かいサービ
スが随所に散りばめられている。記憶に残る一日を
体験できるお宿」である「かもしか荘」（滋賀県）、「京
都という土地で、継承を重ね、上質を追究してきたお
宿。時代に合わせ、常に研鑽と新しい挑戦を重ねつ
つ、大事にしないといけないところは守り続けてい
る」という「要庵西富家」（京都府）、「伊勢志摩に温泉
は出ないという定説に挑戦し続け、沢山の苦難と年
月をかけ、伊勢志摩地域初の温泉をほりあてた情熱
と、それからも独自の感性で新しい文化を創出する
お宿」である「サン浦島」（三重県）の3施設が舞台上
でそれぞれ20分間、旅館経営のビジョンや、スタッ

フの接客への想い、地域貢献などをアピールした。
審査委員は、全旅連会長の多田計介氏、全旅連女
性経営者の会（JKK）会長の小林佳子氏、観光庁観
光産業課国際観光振興政策企画官の進藤昭洋氏、
Miss SAKE代表理事の大西美香氏、ディスカバー・
ジャパン社長の高橋俊宏氏、旅のサブスク「HafH」
共同創業者の大瀬良亮氏が務めた。
グランプリを獲得したのは、3施設のプレゼン終了
後、来場者の投票によって、「サン浦島」と決定した。
旅館は地域に根差し、地方と関係する存在である
が、サン浦島はその地域の生活、文化、産業を取り入れ、
新たな価値を生み出した取り組みが高く評価された。
観光博覧会として、宿泊施設が主体となり大規模
開催されるものは初めてであるが、記念すべき第1回
宿フェスは2日間で、約29,000人を動員し、大盛況の
ままフィナーレを迎えた。
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グランプリ施設に投票した人の中から抽選でグランプリ施設の
宿泊券プレゼント

グランプリ受賞者を発表する星部長。
右＝トロフィーを手にするサン浦島

映像を通してのアピールも。
右＝旅館甲子園の審査員の
皆さん

宿フェスの式典で
あいさつし、エール
を送る菅前総理

会
場
、そ
し
て
ス
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ジ
で
も
舞
う
東
京
高
円
寺
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波
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皆
さ
ん

17人によるテープカット。左から塚島次期
青年部長、菅前総理、星部長、石井国土交通
副大臣、多田会長
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旅が持つ可能性や魅力を伝え需要喚起へ
「旅館甲子園」はサン浦島がグランプリ獲得

青年部の「宿泊施設が手掛ける新しい『旅博』」青年部の「宿泊施設が手掛ける新しい『旅博』」
「第1回宿観光旅博覧会‐宿フェス」を開催「第1回宿観光旅博覧会‐宿フェス」を開催

全旅連青年部（星永重青年部長）は2月7日・8日
の2日間、東京ビッグサイトで「第1回 宿観光旅博
覧会・宿フェス」を開催した。宿フェスは地域の宿
泊施設がその土地土地で受け継いできた文化や風
土、営みを全国に発信し、次の世代へ受け継ぐ、日本
最大級の宿をテーマにした祭典。この3年間、自粛
ムードが蔓延し、停滞してきた国内旅行について、
今こそ旅の魅力を改めて体感してもらい、日本の素
晴らしさを再発見してもらおうと、多種多様のコン
テンツで来場者を出迎えた。
初日の7日には、関係者とメディアのみを入場対象
としたオープニングセレモニーが行われ、この中で
は、来賓の細田博之衆議院議長と石井浩郎国土交通
副大臣のもと、全旅連青年部と、世界最大の富裕層
向け宿泊施設を取りまとめているVirtuoso（ヴァー
チュオーソ）、アジアのラグジュアリー施設の予約に
特化したHotelux（ホテラックス）との3者協定を結
ぶ調印式も行われた。そして、調印式では国内で初
めてVirtuosoに「旅館」として加盟する施設も発表
され、その登録施設第一号となった西村屋本館の西
村総一郎氏があいさつし、「世界中のゲストをおも
てなしをし、旅館の文化を広めていく一助となりた
い」と語った。
続いて宿フェスの式典となり、菅義偉前総理が出
席し「観光産業こそわが国の成長戦略の柱であり、
地方創生の切り札である。この宿フェスが日本の観
光への起爆剤になることを期待している」とエール

あいさつする星部長と
調印式での皆さん

をおくった。このあと、17人による壮観のテープ
カットで一般開放となり、待ち構えた来場者が次々
に入場した。
宿フェスは国際ホテルレストランショーと共に、
東京ビッグサイトの一番大きな7ホールで開催され
た。「宿と観光と旅の魅力いっぱいの旅博」では47
都道府県の魅力が詰まったブースだけでなく、観光
関連企業によるブース出展や、協力企業･団体との
タイアップ企画に加え、場内に設置されたステージ
でも２日間にかけて、トークライブや音楽ライブ、
旅館甲子園も開催された。
また、宿フェスを満喫してもらおうと全国から

『美味い食』『美味い酒』を集め楽しんでもらったり、
キッチンカーの出店による飲食エリアを設けるな
ど家族、グループも楽しめる盛りだくさんの内容で
会場を盛り上げた。さらには、会場では総額1,000
万円分を超える全国の旅館・ホテルの宿泊券が当た
る大抽選会も開催され、ときめきと夢も加わった。

47都道府県の魅力が詰まった
ブース。列をつくる程賑わった

プレイブースのスペシャルライ
ブ（右）と会場の皆さん

「あなたを宿泊にご招待！？」での宿の一覧。
総額1,000万円の大抽選会

宿フェスは2日目を迎え、メインステージは隔年
の開催となっている「旅館甲子園」の装いとなった。
東京高円寺阿波踊りの皆さんによる華やかな演舞
で宿フェス会場が盛り上がるとステージでは、はじ
めに「宿と酒feat Miss SAKE」がスタート。旅館と
いう日本独自の宿泊文化、そして日本で生まれ世界
へ"SAKE"として昇華している日本酒。日本を代表
する2つの文化をMissSAKEが華やかに彩る。日本
各地のまだ見ぬ銘酒を試飲でき、利き酒大会では、
成績優秀者は豪華無料宿泊券がプレゼントされた。
そして2日目のメインコンテンツとなったのが第6回
旅館甲子園。旅館甲子園への参加資格は全旅連青年
部に所属する1500施設。書類による1次、2次審査を
突破した、「唯一無二の大自然に囲まれ、自然を楽し
みながら、ホテルクオリティーのきめ細かいサービ
スが随所に散りばめられている。記憶に残る一日を
体験できるお宿」である「かもしか荘」（滋賀県）、「京
都という土地で、継承を重ね、上質を追究してきたお
宿。時代に合わせ、常に研鑽と新しい挑戦を重ねつ
つ、大事にしないといけないところは守り続けてい
る」という「要庵西富家」（京都府）、「伊勢志摩に温泉
は出ないという定説に挑戦し続け、沢山の苦難と年
月をかけ、伊勢志摩地域初の温泉をほりあてた情熱
と、それからも独自の感性で新しい文化を創出する
お宿」である「サン浦島」（三重県）の3施設が舞台上
でそれぞれ20分間、旅館経営のビジョンや、スタッ

フの接客への想い、地域貢献などをアピールした。
審査委員は、全旅連会長の多田計介氏、全旅連女
性経営者の会（JKK）会長の小林佳子氏、観光庁観
光産業課国際観光振興政策企画官の進藤昭洋氏、
Miss SAKE代表理事の大西美香氏、ディスカバー・
ジャパン社長の高橋俊宏氏、旅のサブスク「HafH」
共同創業者の大瀬良亮氏が務めた。
グランプリを獲得したのは、3施設のプレゼン終了
後、来場者の投票によって、「サン浦島」と決定した。
旅館は地域に根差し、地方と関係する存在である
が、サン浦島はその地域の生活、文化、産業を取り入れ、
新たな価値を生み出した取り組みが高く評価された。
観光博覧会として、宿泊施設が主体となり大規模
開催されるものは初めてであるが、記念すべき第1回
宿フェスは2日間で、約29,000人を動員し、大盛況の
ままフィナーレを迎えた。
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「旅行に行こうキャンペーンをやっていまーす」
サンプリングではマスクケースや入浴剤を配布

メッセージボードを背に旅行への呼び掛けをメッセージボードを背に旅行への呼び掛けを
JKKが地域活性化PRイベント実施JKKが地域活性化PRイベント実施

全旅連女性経営者の会（JKK、小林佳子会長）は
1月16日、東京都のJR品川駅中央改札内のイベン
トスペースで、地域活性化PRイベントとして旅行
促進のためのキャンペーンとなる「旅行に行こう!
キャラバン」を実施した。JKKの東日本有志メン
バー 14人が（株）ジャパンデザインと共に今年も日
本全国の旅を楽しんでもらおうと揃いの法被姿で
「旅行に行きましょう！宿に泊まりましょう！」と
１時間半にわたり声をかけながら、旅のお供にも便
利でさらに旅行への呼掛けメッセージも記載され
ている、抗菌仕様のJKKオリジナルマスクケース
を配布。また、10問程度の意識調査アンケート（紙）
も実施し、回答した人にはバスソルト（入浴剤）を
プレゼントした。
イベントスペースはすぐ近くには飲食施設とお
土産店舗複合のエキナカ施設エキュートや多数の
飲食エリアもあり、終日通行量が多く高いPR効果
が期待できるところ。また、駅の構内とあって、駅
利用者導線に隣接しているため視認性も含め高い
注目度が期待できる場所。女将たちは4枚の大きな
メッセージボードを後ろに立てて呼び掛け、通行人
に手渡されたマスクケースは1200枚、アンケート
への回答者は92人となり、多くの人の関心を呼ぶ
ことができた。　
また、1月27日にはJR大阪駅の「旅立ちの広場」
でもサンプリングを行った。イベントスペースは
数々の旅立ちを見守り続けてきた歴史のある待ち
合わせスポットで 、JR大阪駅のメイン導線上にあ

り、人通りが非常に多く、大丸梅田店やホテルグラ
ンビア大阪にも隣接したところ。女将たちの呼び掛
けが続いた。

宿泊業界では、雇用調整助成金等の不正受給事
案を問題としてコンプライアンス（法令遵守の徹底）
に取り組んでいるところです。以下URLより参照
できる「宿泊業界におけるコンプライアンスへの取
り組みの手引き」を参考に今一度取り組みをお願い
いたします。また、この取り組み状況のアンケートと
して雇用調整助成金等の申請に関して、以下URL
より実施しております。

宿泊業におけるコンプライアンスへの取り組みの手引き
URL:http://www.yadonet.ne.jp/info/member/pdf/
compliance-20230203.pdf

【取り組みアンケート】雇用調整助成金等
URL:https://forms.gle/LW22HGreopVRJKzc8

宿泊業界における
コンプライアンスへの取り組みについて

地域一体となった
観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業

（Webサイト）URL:https://kankosaisei-chiiki.net/
※お問い合わせ　0570-041102
　（受付時間 9：00～17：00 土日祝日を除く）
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大きなメッセージボード（左）の前でアン
ケートに応じてくれたみなさん

4枚のメッセージボードを背にしたJKKの
みなさん

渡邉 清一朗

ワンポイントアドバイス経 営

渡邉 清一朗
「まんすりー」経営改善講座

質問・相談は
sero-1117@giga.ocn.ne.jp  携帯（090-3322-7208）
または、全旅連事務局（03-3263-4428）までどうぞ。

「廃止の始まりか」
そろそろ日本が世界に誇る悪習と言われて久しい「連

帯保証制度」の廃止の始まりとなるのか。
金融危機が発生した1997年、年間自殺者のうち1万人

が経営失敗による連帯保証が原因とされた。そこから紆余
曲折、2017年に「経営者保障ガイドライン」の運用が始
まった。2022年には新規融資の33.1％が経営者保証のな
いものへと変化した。そのような中、2023年4月1日より
経営者保証の廃止に向けて舵を切りそうな状況だ。
それではなぜ舵を切るのか。その原因は3つあると思わ

れる。
①失われた30年でこの国の活力は減退した。大きな一つ
の原因は起業時のリスク。中でも資金調達時の個人保
証リスクが大きな足かせとなっていてその一歩が踏み
出しづらいこと。

②労働力不足解消の一つの方法は生産性向上のための投
資や昇給を実現できない企業を整理し、労働力の流動
化を図る必要がある。その時、連帯保証が大きな障壁と
なっていること。

③コロナ禍の3年間でいわゆるゼロゼロ融資は23兆
円増加した。その返済開始のピークは2023年7月から
2024年4月となっている。おそらくゼロゼロ融資の
30％程度は債権回収に行き詰まり債権放棄となるので
はないかと予想される。実質は廃業型の事業整理を自
己破産なしに行う必要があるということ。
特に宿泊・飲食サービス業においては、年商を上回る債

務を負う企業の割合がコロナ禍前25％から現状40％に
迫っており状況は深刻だ。
ただし悪い話ばかりではない。ゼロゼロ融資を受けた

企業でも前向きに生き残りをかけて進む企業には、民間ゼ
ロゼロ融資からの借り換えに加え、他の保証付き融資から
の借り換えや、事業再構築等の前向き投資に必要な新たな
資金需要にも対応する新しい保証制度も創設されている。
私がかかわる企業でもすでに数社が「経営行動計画書」を
作成し金融機関との交渉を開始している。

　詳しくは中小企業庁のホームページを参照されたい。
https://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/sinyouhosyou/
karikae.html

前を向いて進む者は必ず光を見出すことができると信
じたい。

【１月

全旅連会議開催全旅連会議開催

【２月

令和5年春季全国火災予防運動

令和5年春季全国山火事予防運動

実施期間：  3月1日（水）～ 7日（火）
統一標語：お出かけはマスク戸締り
                       火の用心

実施期間：  3月1日（水）～ 7日（火）
統一標語：火の確認山を愛する
                     あなたのマナー

１８日（水）
●全旅連青年部常任理事会他
　於：岩国国際観光ホテル（山口県岩国市）
１８日（水）～１９日（木）
●全旅連シルバースター部会現地調査・委員会
　於：清流山水花あゆの里（熊本県人吉温泉）
２５日（水）
●全旅連正副会長会議
２７日（金）
●全旅連ポストコロナ調査研究委員会

２日（木）
●人材不足対策・職場環境改善対策委員会
６日（月）
●全旅連青年部常任理事会
　於：東京ビッグサイト（東京都江東区）
７日（火）～８日（水）
●宿観光旅博覧会－宿フェス－
●旅館甲子園【８日（水）】
　於：東京ビッグサイト（東京都江東区）
９日（木）
●旅政連支部長会議
●全旅連理事会
　於：都道府県会館（東京都千代田区）
●旅政連全国の集い
　於：赤坂四川飯店（東京都千代田区）
１５日（水）
●全旅連政策委員会
２１日（火）～２２日（水）
●全旅連女性経営者の会（JKK）定例会議・役員会
　於：ロイヤルホテル沖縄残波岬（沖縄県読谷村）
２２日（水）
●全旅連シルバースター部会経営研究委員会
２７日（月）
●全旅連情報デジタル化推進委員会

第26回「人に優しい地域の宿づくり賞」
　実施要領および応募用紙は、「宿ネット」の組合員
専用ページよりダウンロードできます。多くの応募を
お待ちしております。
▶「宿ネット」組合員専用ページ
　http://www.yadonet.ne.jp/info/member/

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
〒102-0093  東京都千代田区平河町2丁目5番5号全国旅館会館4階

tel.03-3263-4428  fax.03-3263-9789  URL：http://www.yadonet.ne.jp/

安心・真心・優しさで 選ばれる宿になりませんか安心・真心・優しさで 選ばれる宿になりませんか
シルバースター登録施設募集中！

宿泊施設・観光施設の改修、廃屋の撤去、面的
DXなど、地域・産業の「稼ぐ力」を回復・強化する
ための取組を支援
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「旅行に行こうキャンペーンをやっていまーす」
サンプリングではマスクケースや入浴剤を配布

メッセージボードを背に旅行への呼び掛けをメッセージボードを背に旅行への呼び掛けを
JKKが地域活性化PRイベント実施JKKが地域活性化PRイベント実施

全旅連女性経営者の会（JKK、小林佳子会長）は
1月16日、東京都のJR品川駅中央改札内のイベン
トスペースで、地域活性化PRイベントとして旅行
促進のためのキャンペーンとなる「旅行に行こう!
キャラバン」を実施した。JKKの東日本有志メン
バー 14人が（株）ジャパンデザインと共に今年も日
本全国の旅を楽しんでもらおうと揃いの法被姿で
「旅行に行きましょう！宿に泊まりましょう！」と
１時間半にわたり声をかけながら、旅のお供にも便
利でさらに旅行への呼掛けメッセージも記載され
ている、抗菌仕様のJKKオリジナルマスクケース
を配布。また、10問程度の意識調査アンケート（紙）
も実施し、回答した人にはバスソルト（入浴剤）を
プレゼントした。
イベントスペースはすぐ近くには飲食施設とお
土産店舗複合のエキナカ施設エキュートや多数の
飲食エリアもあり、終日通行量が多く高いPR効果
が期待できるところ。また、駅の構内とあって、駅
利用者導線に隣接しているため視認性も含め高い
注目度が期待できる場所。女将たちは4枚の大きな
メッセージボードを後ろに立てて呼び掛け、通行人
に手渡されたマスクケースは1200枚、アンケート
への回答者は92人となり、多くの人の関心を呼ぶ
ことができた。　
また、1月27日にはJR大阪駅の「旅立ちの広場」
でもサンプリングを行った。イベントスペースは
数々の旅立ちを見守り続けてきた歴史のある待ち
合わせスポットで 、JR大阪駅のメイン導線上にあ

り、人通りが非常に多く、大丸梅田店やホテルグラ
ンビア大阪にも隣接したところ。女将たちの呼び掛
けが続いた。

宿泊業界では、雇用調整助成金等の不正受給事
案を問題としてコンプライアンス（法令遵守の徹底）
に取り組んでいるところです。以下URLより参照
できる「宿泊業界におけるコンプライアンスへの取
り組みの手引き」を参考に今一度取り組みをお願い
いたします。また、この取り組み状況のアンケートと
して雇用調整助成金等の申請に関して、以下URL
より実施しております。

宿泊業におけるコンプライアンスへの取り組みの手引き
URL:http://www.yadonet.ne.jp/info/member/pdf/
compliance-20230203.pdf

【取り組みアンケート】雇用調整助成金等
URL:https://forms.gle/LW22HGreopVRJKzc8

宿泊業界における
コンプライアンスへの取り組みについて

地域一体となった
観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業

（Webサイト）URL:https://kankosaisei-chiiki.net/
※お問い合わせ　0570-041102
　（受付時間 9：00～17：00 土日祝日を除く）
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大きなメッセージボード（左）の前でアン
ケートに応じてくれたみなさん

4枚のメッセージボードを背にしたJKKの
みなさん

渡邉 清一朗

ワンポイントアドバイス経 営

渡邉 清一朗
「まんすりー」経営改善講座

質問・相談は
sero-1117@giga.ocn.ne.jp  携帯（090-3322-7208）
または、全旅連事務局（03-3263-4428）までどうぞ。

「廃止の始まりか」
そろそろ日本が世界に誇る悪習と言われて久しい「連

帯保証制度」の廃止の始まりとなるのか。
金融危機が発生した1997年、年間自殺者のうち1万人

が経営失敗による連帯保証が原因とされた。そこから紆余
曲折、2017年に「経営者保障ガイドライン」の運用が始
まった。2022年には新規融資の33.1％が経営者保証のな
いものへと変化した。そのような中、2023年4月1日より
経営者保証の廃止に向けて舵を切りそうな状況だ。
それではなぜ舵を切るのか。その原因は3つあると思わ

れる。
①失われた30年でこの国の活力は減退した。大きな一つ
の原因は起業時のリスク。中でも資金調達時の個人保
証リスクが大きな足かせとなっていてその一歩が踏み
出しづらいこと。

②労働力不足解消の一つの方法は生産性向上のための投
資や昇給を実現できない企業を整理し、労働力の流動
化を図る必要がある。その時、連帯保証が大きな障壁と
なっていること。

③コロナ禍の3年間でいわゆるゼロゼロ融資は23兆
円増加した。その返済開始のピークは2023年7月から
2024年4月となっている。おそらくゼロゼロ融資の
30％程度は債権回収に行き詰まり債権放棄となるので
はないかと予想される。実質は廃業型の事業整理を自
己破産なしに行う必要があるということ。
特に宿泊・飲食サービス業においては、年商を上回る債

務を負う企業の割合がコロナ禍前25％から現状40％に
迫っており状況は深刻だ。
ただし悪い話ばかりではない。ゼロゼロ融資を受けた

企業でも前向きに生き残りをかけて進む企業には、民間ゼ
ロゼロ融資からの借り換えに加え、他の保証付き融資から
の借り換えや、事業再構築等の前向き投資に必要な新たな
資金需要にも対応する新しい保証制度も創設されている。
私がかかわる企業でもすでに数社が「経営行動計画書」を
作成し金融機関との交渉を開始している。

　詳しくは中小企業庁のホームページを参照されたい。
https://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/sinyouhosyou/
karikae.html
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                       火の用心
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統一標語：火の確認山を愛する
                     あなたのマナー

１８日（水）
●全旅連青年部常任理事会他
　於：岩国国際観光ホテル（山口県岩国市）
１８日（水）～１９日（木）
●全旅連シルバースター部会現地調査・委員会
　於：清流山水花あゆの里（熊本県人吉温泉）
２５日（水）
●全旅連正副会長会議
２７日（金）
●全旅連ポストコロナ調査研究委員会

２日（木）
●人材不足対策・職場環境改善対策委員会
６日（月）
●全旅連青年部常任理事会
　於：東京ビッグサイト（東京都江東区）
７日（火）～８日（水）
●宿観光旅博覧会－宿フェス－
●旅館甲子園【８日（水）】
　於：東京ビッグサイト（東京都江東区）
９日（木）
●旅政連支部長会議
●全旅連理事会
　於：都道府県会館（東京都千代田区）
●旅政連全国の集い
　於：赤坂四川飯店（東京都千代田区）
１５日（水）
●全旅連政策委員会
２１日（火）～２２日（水）
●全旅連女性経営者の会（JKK）定例会議・役員会
　於：ロイヤルホテル沖縄残波岬（沖縄県読谷村）
２２日（水）
●全旅連シルバースター部会経営研究委員会
２７日（月）
●全旅連情報デジタル化推進委員会

第26回「人に優しい地域の宿づくり賞」
　実施要領および応募用紙は、「宿ネット」の組合員
専用ページよりダウンロードできます。多くの応募を
お待ちしております。
▶「宿ネット」組合員専用ページ
　http://www.yadonet.ne.jp/info/member/

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
〒102-0093  東京都千代田区平河町2丁目5番5号全国旅館会館4階

tel.03-3263-4428  fax.03-3263-9789  URL：http://www.yadonet.ne.jp/

安心・真心・優しさで 選ばれる宿になりませんか安心・真心・優しさで 選ばれる宿になりませんか
シルバースター登録施設募集中！
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DXなど、地域・産業の「稼ぐ力」を回復・強化する
ための取組を支援
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（株）トランスネット

ソニー生命保険（株）

あいおいニッセイ同和損害保険（株）

（株）リクルート

（株）セラミックテクノロジー

ミサワホーム（株）

（株）第一興商

（株）コジマ

東京海上日動火災保険（株）

AIG損害保険（株）

楽天グループ（株）

（株）宿研

（株）シーナッツ

（株）JTB（るるぶトラベル）

ヤフー（株）

（株）ネクシィーズ

日本テクノ（株）

（株）パラダイムシフト

住友林業（株）

（株）ミツウロコヴェッセル

（株）かんざし

（株）三洋

（株）ショウエイ

大建工業（株）

HRソリューションズ（株）

（株）ダイブ

（株）クリップス

（株）ヤギ

（株）ASK

（株）ピアトゥー

（株）QFPay Japan

三菱電機ビルソリューションズ（株）

（株）フジ医療器

（株）エス・ワイ・エス

〒101-0024 東京都千代田区神田和泉町１－３－１ 三恵ビル８F 
営業企画部　廣重  隆　 
〒100-0004 東京都千代田区大手町１－７－２ 東京サンケイビル３１Ｆ  
東京中央ＬＰＣ第３支社部長　中野秀嗣

〒150-8488 東京都渋谷区恵比寿1－28－1　 
マーケット開発部 市場開発室　谷  賢治

〒465-0045 愛知県名古屋市名東区姫若町25
第一営業部　玉木信安

〒100-6640 東京都千代田区丸の内１－９－２ グラントウキョウサウスタワー 
旅行営業統括部 営業推進部 営業企画グループ　酒井宏明　

〒414-0013 静岡県伊東市桜木町2－2－19    
松坂博行

〒163-0833 東京都新宿区西新宿2－4－１ 新宿ＮＳビル
法人営業部 法人推進課　五十嵐忠勝

〒141-8701 東京都品川区北品川５－５－２６ 
営業統括本部 特販営業部 営業2課　関口雅弘

〒171-0022 東京都豊島区南池袋2－49－7 池袋パークビル5F
営業本部 法人営業部 法人・企画管理室 主任　原  智一

〒100-0004 東京都千代田区大手町１－5－1 大手町ファーストスクエアWEST9F  
航空宇宙・旅行産業部 旅行営業室 副主任　田中早映子

〒105-0001 東京都港区虎ノ門4－3－20 神谷町ＭＴビル6F
ディストリビューション部門　大平美菜子

〒158-0094 東京都世田谷区玉川1－14－1 楽天クリムゾンハウス
トラベル事業 ホテル旅館コンサルティング部 ジェネラルマネージャー　永冨文彦

〒220-8120 神奈川県横浜市西区みなとみらい2－2－1 横浜ランドマークタワー20F  
取締役　坂本真士

〒108-0023 東京都港区芝浦3－12－7 住友不動産田町ビル4F
システムソリューション本部 営業G　宮崎恵利香

〒140-8602 東京都品川区東品川2－3－11 JTBビル7F
国内仕入戦略部　松村高太郎　 

〒102-8282 東京都千代田区紀尾井町1－3  東京ガーデンテラス紀尾井町 紀尾井タワー
トラベル統括本部 営業部　小林孝志

〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町20－4 ネクシィーズスクエアビル
業務本部 営業企画課　佐々木  龍

〒100-0004 東京都千代田区大手町2－6－4 TOKYO TORCH常盤橋タワー24階
ホテル事業部　翟  峰（サイ ホウ） 

〒163-0651 東京都新宿区西新宿1－25－1 新宿センタービル51F
営業推進部 ＭＣ・営業課 課長　佐藤宏司

〒103-0004 東京都中央区東日本橋1－3－6 パラダイムシフトビル
営業部 部長　古瀬路里　 

〒100-8270 東京都千代田区大手町1－3－2 経団連会館
住宅・建築事業本部 市場開発部 副部長　杉本貴一

〒104-0031 東京都中央区京橋3－1－1 東京スクエアガーデン
電力・都市ガス営業部 課長　石井万正

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3－2－6 丸元ビル 3F
セールス本部 宿泊セールスチーム チーフマネージャー 神山真一郎

〒150-0021 東京都渋谷区恵比寿西2－8－10 ORIX恵比寿西ビル3F
コンフォートグリーン事業部 営業主任　山本宜央

〒212-0032 神奈川県川崎市幸区新川崎2－6
営業1課 課長　長谷川秀法

〒101-8950 東京都千代田区外神田3－12－8 住友不動産秋葉原ビル
畳材部　得永昭弘

〒103-0023 東京都中央区日本橋3－10－5 オンワードパークビルディング10F
顧客価値創造本部 カスタマーサクセス推進部　桜庭悠斗

〒160-0022　東京都新宿区新宿1－14－12 玉屋ビル2F
外国人人材サービスユニット ゼネラルマネージャー　菅沼  基

〒950-0915 新潟県新潟市中央区鐙西2－29－15 ピュアコートベル3F
WEBサポート事業部　金子  悟

〒103-0016 東京都中央区日本橋小網町18－15 
マテリアル事業本部 第三事業部 311課 販売課長  上村  秀

〒190-0023 東京都立川市柴崎町3-8-5 NXビル4F
営業部 主任　成田篤志

〒100-0005 東京都千代田区丸の内1－8－3 丸の内トラストタワー本館20F
営業推進室　宮本史彦

〒103-0027 東京都中央区日本橋1－3－13 東京建物日本橋ビル5F
営業本部 第一営業部 部長　伊藤秀男

〒105-0001 東京都港区虎ノ門1－10－5 KDX虎ノ門一丁目ビル11F
取締役　杉　泰宣

〒116-0002 東京都荒川区荒川7－19－1
首都圏第一支社 業務部 参事　正村宗一郎

〒141-0031 東京都品川区西五反田3－7－10 アーバンネット五反田ビル1F
営業本部 法人営業部 法人営業ユニット　鈴木哲治

〒107-0062 東京都港区南青山5－10－2 第2九曜ビル3F
吉野直樹
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ホテル旅館向け各種インター
ネットソリューション販売

生命保険コンサルティング
他

旅行雑誌「じゃらん」
「じゃらんnet」 等

客室木部白木再生、各種
浴場等の各種再生

旅館ホテル客室等のリフォー
ム・新築

カラオケ機器（DAM）
音響・映像関連機器

家電製品全般

旅館賠償責任保険

組合員向各種損害保険

予約サイト「楽天トラベル」等

web集客コンサルティング

予約・販売管理システム
ＴＬ－リンカーン

宿泊予約サイト
るるぶトラベル

「Yahoo !トラベル」による
集客支援提案

オールインワン業務支援ソフト
「レップチェッカー」

旅館・ホテルリフォーム
新築、造園

マッサージチェア

エレベータ設備・管理

旅館ホテル専用求人情報掲載サイト
「旅館ホテルでおしごと.net」

人材サービス「リゾートバイトダイブ」
「宿泊業界のための外国人求人ナビ」

Web予約サイトコントローラー「ねっぱん＋＋」
Web販売支援サービス

機械すき和紙材の畳

高圧電気、動力（低圧）電
気、従量電灯電気の販売

OTAプラン作成等一括管理「かんざしクラウド」
OTAくちこみ一括管理「くちこみクラウド」

寝具（掛け布団・マットレス）
のレンタル

浴場用ろ過装置と省エネシ
ステムおよび見える化

自社ＨＰ予約エンジン
「OPTIMA」

高圧電気設備保安管理・点検
電気料金削減コンサルタント

中国インバウンド予約サイト
「Ctrip」

ＬＥＤ照明、業務用冷蔵庫、空調な
どの省エネ商材のレンタル事業

損害保険

丸八真綿寝具販売他

（令和5年3月1日）

全旅連協定商社会 名簿
03-6891-7200
03-6686-1039
03-4334-5203
03-4334-5213
03-5789-6450
03-5789-6449
052-701-3386 
052-703-1424
03-6835-6240
03-6834-8784
0557-48-6026
0557-38-6557
03-3349-8044
03-4570-5668
03-3280-6821
03-3280-0862
03-6907-3116
03-6907-2996
03-6250-6022

03-6848-8835
03-6689-2025
050-5817-3369
03-6670-5253
045-227-6505
045-227-6507
03-6835-8420
03-6772-1002
03-5796-5816
03-5796-5254
03-6898-2393
03-6685-0800
03-6415-1210
03-3770-2307
03-6373-0811
03-6262-7667
03-5909-5389
03-5909-5379
03-5825-9970
03-5825-9971
03-3214-3860
03-3214-3861
03-3275-6316
03-3275-6354
03-6261-7447
03-6261-7448
03-5459-2330
03-5459-2340
044-589-1601
044-589-1602
03-6271-7791　
03-5296-4064
03-3548-8212
03-3548-8864
03-5657-3030
03-5657-3031
025-290-5540
025-241-7836
03-3667-4410
03-3667-4471
042-523-4649
050-3728-5505
03-6275-1075

03-6262-1616
03-6262-1617
03-5276-6601

03-3803-7319
03-3803-5234
03-5719-2017
03-5719-6859
03-3486-1070
03-3486-1071

（株）丸八真綿

（株）Trip.com International 
       Travel Japan

空間除菌消臭エアマット、オー
ガニック繊維によるタオル等

スカパー！法人向有料放送契約
およびIPによる外国語放送の契約
公式サイト検索予約「STAY NAVI」
スマートフォンを利用したチェッ
クイン、チェックアウトサービス
エレベーター・エスカレータ・他
昇降機の保守管理、更新工事
キャッシュレス決済システム
インバウンドを中心としたプロ
モーションサービス

ジャパンエレベーターサービス
ホールディングス（株）
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次期会長に井上善博氏（福岡県理事長）を承認
厚労省の高宮課長が融資等の支援や業法の改正内容など語る

令和4年度第2回全旅連理事会開催令和4年度第2回全旅連理事会開催
令和5年度全旅連通常総会提出議案等を承認令和5年度全旅連通常総会提出議案等を承認

令和4年度第2回全旅連理事会開催
令和5年度全国旅館政治連盟支部長会議開催
旅館ホテルにおける食品ロス対策マニュアルの作成に向けて現地調査
「第1回宿観光旅博覧会・宿フェス」を開催

第6回旅館甲子園
JKKが地域活性化PRイベント／コンプライアンスへの取り組み
全旅連会議開催／経営ワンポイントアドバイス／
全旅連協定商社会名簿
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全旅連は2月9日、令和4年度第2回理事会を東京・
都道府県会館1階「101大会議室」で開催し、令和5年度
通常総会提出議案など全議案を可決・承認したほか、役
員改選に伴う2人の立候補者による次期会長選挙では、
開票の結果、井上善博氏（福岡県理事長）を次期会長予
定者に決定した。
理事会でははじめに厚生労働省医薬・生活衛生局生
活衛生課の高宮裕介課長があいさつし「政府は新型コロ
ナは5月8日から『5類』に引き下げていくことを決定し
た。これにより国内旅行やインバウンドが高まっていく
ことが考えられる。今一度協力をお願いしたい。物価の
高騰、債務の負担、人手不足といった影響が生じている
が、政府としては昨年の12月に令和4年度の第2次補正
予算、また今国会では令和5年度の通し予算を審議して
いるが、厚労省としても皆さまの事業を支えていけるよ
うに日本政策金融公庫の融資や経営改善の支援、専門
家による相談支援、各種の税制措置などあらゆる支援に
取組んでいく所存だ。また、新型コロナウイルスの影響
を踏まえて旅館業法の改正の法案を昨年の秋の臨時国
会に提出しているが、これは今回に継続審議とされてい
る。早期に成立するようわれわれも引き続き努力してい
く考えだ。業法の改正の内容については旅館ホテルの感
染対策の充実、カスタマーハラスメントへの対応、差別
防止の徹底などに係るもののほか、対象となる感染症の
限定、従業員研修の義務化などとなっている」と述べた。
議事は多田会長が議長を務め、令和5年度通常総会提
出議案＝（1）令和5年度事業計画案（2）令和5年度会費
賦課金案（3）令和5年度収支予算案、令和5年度役員選
考基準案、令和5年度理事会並びに通常総会開催日時・
場所決定、令和5年度全国大会開催、令和6年度全国大
会開催地案の全てが異議なく承認可決された（詳細は2
頁の正副会長会議の記事に掲載）。報告事項はポストコ

ロナ委員会活動報告書の発行、「宿泊業界におけるコン
プライアンスへの取り組みの手引き」について、青年
部報告、「人に優しい地域の宿づくり賞」の案内など。
役員改選に伴う会長選挙では、井上善博、大木正治
の両氏が立候補し、議事終了後に行った開票の結果、
井上氏が次期会長予定者に承認された。

法務省の江口課長が「感染症と人権について」と題し講演
理事会では法務省人権擁護局調査救済課の江口幹太

課長が「感染症と人権について」と題して講演を行い、新
型インフルエンザ等対策特別措置法を一部改正する法律
（令和3年2月13日施行）を通して「新型コロナウイルス感染
症に偏見や差別を防止するための規定」について述べた。
法律の「知識の普及等」 での第13条2の一号では「新
型インフルエンザ等患者等であること又は新型インフルエ
ンザ等患者等であったことを理由とする不当な差別的取
扱い」（事例: 感染したことを理由に解雇される・回復して
いるのに出社を拒否される・病院で感染者が出たことを
理由に、子供の保育園等の利用を拒否される・感染者が
発生した学校の学生やその家族に対して来店を拒否す
る）、二号では、「新型インフルエンザ等患者等の名誉又は
信用を毀損する行為」（事例：感染者個人の名前や行動を
特定し、SNS等で公表・非難する）、三号では「前二号に
掲げるもののほか、新型インフルエンザ等患者等の権利
利益を侵害する行為」（事例：無症状・無自覚で訪れた店
舗から謝罪や賠償を強要される）としていると解説した。

▲厚労省の高宮氏、法務省の江口氏、塚本選挙管理委員
長、5・6年度全国大会について語る大木氏と西海氏

▲井上氏と握手を交わす多田会長 




